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2006年９月に東京にて第２１回ソフトウェア工学の自動化国際会議（ASE2006）を開催および
参加したので，取り上げられた主な内容を紹介する．会議の傾向として，モデル検査/記号実行
に基づくプログラム解析/検証の取り組み，および，プログラム変更履歴からの特定の情報（例
えばアスペクト）発掘の取り組みが多く見られ，両分野への取り組みの活発化を伺えた．会議
には約220名の参加があり，国内外の研究者がソフトウェアエ学自動化の最先端の取り組みに
ついて議論し交流する良い機会となった．
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Thispaperreportsmajortopicsofthe21stlEEE/AOMInternationalConferenceonAu‐ 
tomatedSoftwareEngineeringheldatSeptember2006inTbkyo・Thereweremanypresen-
tationsonprogramanalysis/verificationandpattern/aspectmining． 

の主催により，著者の一人である本位田実行委員長

の組織化のもと，東京・学術総合センターにて９月

１８日から２２日まで（本会議は２０日から２２日まで）

の日程で開催された．国内外から合わせて約220人

(併設ワークショップ等も含めた総数）の参加があ

り，ソフトウェア工学自動化の最先端の取り組みに

ついて議論し交流する良い機会となった．

本稿では以降において，ASE2006を開催および

参加した筆者らにより，会議の開催経緯，論文採択

のための注意事項，および，本会議および併設イベ

ント等で取り上げられた話題のうちで主要なものを

紹介する．

１はじめに

本稿では，２００６年９月に東京にて開催された

第２１回ソフトウエア工学の自動化国際会議（21th

lEEE/ACMInternationalOonferenceonAuto‐ 

matedSoftwa迂eEngineering[l1ASE2006）におい
て取り上げられた話題と開催経緯を紹介する．我々

は同会議について，開催者/運営者および参加者の
各立場で関与した．それぞれの立場からの紹介を通

じて，執筆時点における最先端のソフトウェア工学

自動化研究の国際的傾向の-部を概観する．また同

時に，ＡＳＥおよび類似の論文採択率の厳しい国際

会議(例えばIosE[2]やFsE[３Ｄへの今後の活発
な論文投稿と参加を促すことも目的とする．

ＡＳＥは，自動生成/検証ツールをはじめとして，
ソフトウェアエ学分野における自動化に関するあら

ゆる題材を扱い，1980年代より継続して開催ざれ

２１回を数える歴史ある国際会議である．ASE2006

は，ＡＣＭＳＩＧＳＯＦＴやIEEEComputerSociety他

２ASE2006のプログラム概要

2.1ＡＳＥの位置づけと開催経緯

ＡＳＥの特徴は上述のようにソフトウェアエ学に

おける自動化のあらゆる話題を扱うことにある．ソ
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ラム委員会議への出席が義務付けられており，各自

査読を行った論文に関する判定理由や意見を必ず発

言することになっている査読報告において判定が

割れた論文に関しては，査読者間で電子メール討論

を行う期間がプログラム委員会議の前に設定されて

おり，それぞれの査読者の立場や意見を互いに確認
しておくことができる．また，プログラム委員会議

に向けて，各論文ごとに討論リーダ(査読者のうち

1名)が割り当てられる．会議当曰には，リーダは
採否決定議論の冒頭で，各査読者から報告された論

文の要旨，利点，欠点をまとめて述べる．その後，

各査読者が判定意見を述べ，質疑応答を経て，全体

の合意で採否を決定する．以上が論文の選考過程で

ある．

以降は，筆者のひとりである丸山がプログラム委

員としてASE2006に関わった経験から，論文を採択
させるための戦略に関して個人的な意見を述べる*・

周知のように，ＡＳＥでのフルペーパーの採択率は非

常に低く抑えられている↑、採択率の低い会議での

採録を目指す際に大事な点は，平均的な点数を狙う

のではなく，採録を強く支持する査読者(advocate）
の存在を狙うことである．特に，ＡＳＥのようにプ
ログラム委員の出席が義務付けられている会議の場

合，当日の会議での査読者の意見が強く反映される．

極端にいえば，査読報告において判定が割れていて

も，採録を支持する査読者が不採録を支持する査読
者を説得でき，会議参加者全体から反対意見がなけ

れば，最終判定は採録となる．また，一般的に，論
文の欠点を探すのは容易であるため，強い採録支持
者がいなければ，その論文が不採録となる可能性は

高くなる．

論文が採録されるためには，提案手法に新規性が

含まれ，さらにその内容が正しく記述されている
ことは当たり前である．その上で，単なる採録支持

(accept,butcouldreject)ではなく，強い採録支持
を得るためには，有効性や必要性を示す例題や評価

実験結果を織り混ぜ，その分野における論文の重要
性，貢献や利益を明確にすることが重要である*．ま
た，該当分野で存在感を高め，研究の重要性や貢献
を示すには，フルペーパー採録をいきなり狙うので

はなく，ショートペーパー採録やポスター採録を活
用することを考えるべきである．幸なことに，ＡＳＥ

では，ショートペーパー採録やポスター採録により，

フトウェアエ学を扱う種々の国際会議の分類を以下

に示す．

，ライフサイクルプロセスの特定の工程を扱い，

技術について横断的な会議．例として，要求工

程を扱うＲＥ[4]，保守工程を扱うICSM[5]，テ
ストエ程を扱うISSⅢ[6]など．

２.特定の技術/側面を扱い，工程について横断
的な会議．例えばアスペクト指向技術を扱う

ＡOSD[7Iなど．
３.ソフトウェアエ学全般を扱い,工程および技術／

側面の双方について横断的な会議・運営コミュ
ニティの地域的なまとまりに応じて存在し,例え

ばICＳＥ(世界規模)，ＦＳＥ(世界規模)／ESEC

（ヨーロッパ）[8]，APSEO（アジア太平洋）[9］
などがある．

ＡＳＥは，自動化という特定の側面を扱うという意
味では分類２に属する．しかしながら，ソフトウェ

ア開発の効率化/高品質化を目指すうえで特定処理
の自動化は自然かつ根源的な取り組みであり，ソフ

トウェアエ学研究の多くはソフトウェア（正確には
ソフトウエアの4P:プロダクト/プロセス/ピープ

ル/プロジェクト[,ＣＤの定義や管理作業の自動化
を直接または間接に扱うため，ＡＳＥが扱う技術と
工程は分類３に匹敵する広さを持つこととなる．結

果としてＡＳＥは，ソフトウェアエ学領域において

ICSnFSE/ESECに次ぐ権威上第三位の国際会議
と認知されるに至っている

歴史的経緯を見ると，ＡＳＥは元々Knowledge-

BasedSoftwareEngineeringConference（KBSE） 
と題して，人工知能をはじめとする知識処理技術の
ソフトウェア工学における応用を扱う会議であった．

その後，話題が知識処理に限らず自動処理全般に広
まったことに応じて，1997年より現在の'，ASE'，に

名前を変えて開催されてきた.本稿で扱うASE2006

は，日本およびアジア周辺地域におけるソフトウェ
アエ学自動化研究の高まりを受けて，ＡＳＥ運営コ
ミュニティと（筆者の一人である）本位田実行委員

長を中心とした実行組織により北米/ヨーロッパ以
外で初めて開催された．また，，'ASE，，に会議名を変
更してから,ｏ年目にあたる記念の回ともなった．

２２論文選考過程と論文を採択させるた
めに

ASE2006では論文査読と会議プログラム編成の

ために，２名の委員長と４０名の委員でプログラム
委員会が組織されている（他に，１３名の査読専門
委員がいる）．委員は，採録論文を決定するプログ

＊本来，このような記事が書ける，あるいは，この記事の内
容が正しいのであれば，著者自身がもっと多くの国際会議で採
択されているはずなのだが．

↑2004年は約１４％(25/183)，２００５年は約9.6％(28/291)，
2006年は約18％(22/121)．
＊個人的には，日本人の記述する論文には，motivatingex-

amples,contribution,benefitsの明確な記述が少ないと感じて
いる．
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ウェアエ学自動化および周辺領域の今後の方向を捉

える上で貴重な情報源である．

(6)チユートリアル全４件の半日チユートリアル
が本会議の前に開催された．

(7)博士課程シンポジウム:博士課程の学生による
研究テーマや途中成果に関する６件の発表．研究の

方向性や内容，手順などについて他の学生や経験を

つんだ研究者/教員と議論しアドバイスを受ける貴
重な機会として，毎年開催されている．

論文の発表機会を減らさないように工夫している§・

採択率の低さに脅えて採択をあきらめずに，ぜひ投

稿に挑戦してほしい

2.3本会議の構成

本会議３日間にそれぞれ行われる３件の基調講

演を除いて，２並列トラックにより構成され，それ

ぞれに扱う論文の種類や採択基準/採択率が異なる．
本会議の構成トラック/セッションを以下に示す．

(1)研究論文:上述の選考過程に従って厳選された
22件のフルペーパ発表，および，１７件のシヨート

ペーパ発表．121件の投稿があり，フルペーパの採

択率は18％と厳しいものであった．

(2)ツールデモ：「動く」「見える」最新研究成果
としての９件のデモンストレーション発表．投稿９

件，採択率100％．

(3)パネル討論:''ASE，，に名前を変更して10年目
を記念して，パネル討論ASERetrospectiveが開催
された．ＡＳＥのこれまでの開催やコミュニティ発展

の経緯を振り返った後に，今後の方向性や発展につ

いて議論が交わされた

(4)ミニチュートリアル:モデル検査フレームワー
クBoger，および，ソフトウェア工学における評価
手法に関するそれぞれ90分単位の小講義．

2.5ソーシャルイベント，表彰その他

ソーシャルイベントとして，本会議前日の夜にレ

セプション，本会議２曰目にバンケットが開催され，

それぞれ多数の参加者が交流し歓談する良い機会と

なった．バンケットでは開催地域における文化的な

催し物を楽しむことが慣例であり，ASE2006では

殺陣や和太鼓が演じられて好評を博した．その様子

を図１に示す．

2.4併設イベント他

ソフトウェアエ学自動化技術の進化および多様化

に対応して，多数のワークショップやチュートリア

ル，シンポジウムが本会議の前に開催された．以下

の併設イベントは博士課程シンポジウムを除いて，

それぞれ特定の比較的萌芽的な分野を深く取り上げ

て，同分野における研究の発展や多様な分野からの

参加を促すことを目的とする．

(5)ワークシヨツプ:２件の国際ワークシヨツプおよ
び２件の日本語ワークショップが開催され，それぞ

れ本会議とは独立に論文募集，査読，採択，論文／
ポジションペーパ発表が行われた．各ワークショッ

プは，ソフトウェアエ学の自動化に関して最近の注

目される１つの話題（ホットトピック）に特化して，

比較的少人数による集中的議論によりその分野に

おける研究の発展とコミュニティ育成を促す役割を

担っている．そのため各ワークショップでは，本会

議の各トラックと比較して未完成ながらも非常に斬

新な手法や着眼点が披露されることも多く，ソフト

図１：バンケット風景

バンケットでは以下の表彰も行われた．まず，

ASE2006における最優秀論文に授与されるASE

BestPaperAwardは以下に送られた．

●Ｐ、WeiBgerberandSDiehl，，，Identifying

RefactoringsfromSource-CodeChanges，， 

また，優秀な論文に授与されるＡＣＭSIGSOFG

DistinguishedPaperAwardは以下に贈られた．各
論文の概要は後述する．

●Ｎ、VOlanschi，，'APortableCompilerlnte-

gratedApproachtoPermanentChecking，， 
●LMurta，Ｃ、ＷｅｒｎｅｒａｎｄＡ.Ｖ､Ｄ・Hoek，

，，ArchTrace： Policy-BasedSupport 

fbrManagingEvolvingArchitectureto-

ImplelnentationnaceabilityLinks，， 
§2004年は２６編，2005年は３５編，2006年は１７編が採録

されている．
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３本会議の話題

3.1基調講演

基調講演は，大学よりソフトウェア形式仕様/検
証の研究者，産業界よりソフトウェア自動解析の研

究者，そして，周辺領域として組込み/ロボティク
ス分野の研究者の計３名が招かれ，バランスの良い

内容であった基調講演の様子を図２に示す．

破して優勝した．同チームが使用使用したロボット

カーには，センサ入力の解釈と各部制御に機械学

習とマルコフ過程に基づく確率モデルが利用され

ており，講演では，上述の機械学習アルゴリズムに

ついて解説が行われた．またシステム全体のアー

キテクチャは，多層（Layers)，コントロールルー

プ（ControlLoop)，および，パイプライン（Pipes
andFilters）を組み合わせたものであり，未知の状

況/環境変化にリアクティプ対応可能な組込みシス
テムとして一般的なものと考えられる．講演では，

チャレンジ達成のために採用した策として，以下な

どが挙げられた．いずれも信頼性の高い組込みシス

テム開発において従来から指摘される重要な実践項

目であり，それらへの堅実な取り組みと積み重ねが

重要であると感じられた．

・システム統合に最初から注力

。幅広いテスト

・ツールによるバグの自動サーチ

・厳格なコードガイドライン適用

・リポジトリの活用

・学習による障害物対応

・要素技術の洗練（カメラ画像の範囲拡大，画像

認識の向上など）

図２:基調講演の様子

(1)，，VerifyingSpecificationswithProof 

ScoresinCafbOBJ,，，Ｋ、ＨⅡtatsugi

北陸先端大学院大学の二木教授より，代数仕様言

語CafeOBJ[11]における検証譜(ProofScores）に
よる仕様検証に関する講演があった．OafeOBJは，

OBJ言語を発展させて，講演者のグループが10年

以上の活動の中で開発し提供してきた代数ベースの

実行可能な形式仕様言語およびその処理環境である．

講演では，仕様検証の基本的な話題に始まり，対象

システムの要求や仕様の抽象化に基づく形式モデル

の作成，形式仕様言語による仕様の作成，記号実行

による仕様の性質チェック，および，項の簡約や定

理証明による仕様特性の証明等をCafeOBJ環境で

実施する方法と利点および応用例が説明された．

近年，ソフトウェアシステムに対する信頼性要求

の高まりに伴い，仕様を厳密に定義し検証する実用

的技術が世界的に強く求められており，講演はその

要請に答えるものであった

(2)，，WinningtheDARPAGrandChal‐ 
lenge，，，SThrun 

DARPAGrandChallenge[121は，米国防総省国
防高等研究事業局(DARPA)が主催する無人ロボッ
トカーレースである．講演では，Stanfbrd大学の

Thrun教授によるDARPAGrandChallengへの参
加報告と技術解説が行われた．Thrun教授がリー

ダーを務めるStanfbrdRacingTbamは同レースに

参加し，人間による介入なしに約132マイルを走

なお，コンテストとしてみた場合に類似の試みと

して曰本では，主に組込みソフトウェア技術者への

教育機会提供を目的として，ＬＥＧＯブロックで組み

立てられた自律走行ロボットの制御ソフトウェア開

発コンテスト（ＥＴロボットコンテスト[13]）や,小
規模な飛行船制御システムの開発を参加者間で競う

コンテスト（MDDロボットチャレンジ[14]）が開催
されてきている．しかしDARPAGrandChallenge
は，国の全面的な支援の下で現実の車と広大な土地

そのものを扱うものであり，国をあげての研究開発

および技術発展支援のスケールの違いを痛感した．

(3),，Automaticpropertycheckingfbrso# 

ｗare：past，presentandfUture，，，Ｓ、Ｋ、Ra-

jamam 

MicrosoftResearchlndiaのRahamani博士から，

ソフトウェアのモデル検査についての講演が行われ

た．Rajamani博士は，モデル検査，定理証明，お
よび，反例駆動型詳細化の各種技術を用いたＯ言

語プログラム静的解析ツールSLAM[15}の主開発者
の一人であり，同ＳＬＡＭの具体例を伴う解説が行

われた．講演では，モデル検査に関する最新の研究

動向が報告された．また，今後の展望として，各種

の統合開発環境に(構文誤りと同様に)意味誤りを
指摘するようなモデル検査ツールが統合されるよう

になるだろう，との見通しが示された．
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バージョン管理システム（CVSリポジトリ）から

取得できる対象プログラムの開発履歴上で「メソッ

ドの移動」といった原始的リフアクタリング群およ

び複合リファクタリングが行われた時点/箇所を特
定する手法とその実装が提案された．提案手法は，

各リファクタリングについて実施前後にプログラム

が満たすべきシグネチャベースの条件を事前定義し，

条件が変更トランザクションにおいて満たされる場

合に，リファクタリングの必要条件（外部に対する

振る舞いが実施前後で保たれていること）を満たす

かどうかをコードクローン解析により近似的に判定

し，最終的にリフアクタリング候補群を順序付けて

提示する．論文では，Ibmcat等の現実かつ大規模

なプログラムに対して提案手法が有効に機能するこ

とを実験的に確かめている．

該当論文はASEBestPaperAwardを受賞して
おり，提案手法の独創性や，有効性を繊密に検証済

みであることなどが高く評価されたと考えられる

(2)，，MiningAspectsfromVersionHistory"， 
Ｓ･ＢｒｅｕａｎｄＴ･Ｚｉｍｍｅｒｍｇｍｎ 

プログラムにおける横断的な関心事対応部分が，
時として，最初から存在するのではなく，開発の途

中における何らかのプログラム拡張（あるいは修正）

をきっかけとして追加されることに着目し，バージョ

ン管理システムから得られる変更履歴情報より，そ

のような，，横断的な変更，，（cross-cuttingchanges）
群をアスペクトの候補として自動的に特定する手法

とその実装が提案された．特定にあたり，プログラ

ム所有上の近接性（変更トランザクション実行者の

同一性）や時間的な近接性（トランザクション実行

時間の近さ）に基づいて，メソッド呼び出しに関す

る横断的な変更の断片群を，有用な大きさにまとめ

あげる手法を導入しているさらに，Eclipse等の
現実かつ大規模なプログラムに対して提案手法が有
効に機能することを実験的に確かめている．

(3)"APortableCompiler-IntegratedAp-
proach''9Ｎ・Vblanschi

ソースコードの静的チェック機構を組み込んだgｃｃ
(GNUOompilerCollection）拡張，mygccが提案
された．現在世の中に存在する多くの解析ツール

はどれも広く利用されるに至っていないことを指摘

し，より実用的なツールの必要性が語られた．提案
手法では，コードパターンにより指定されたstate-

ment間で成り立つべき状況を表現したConstrained

ReachabilityQueries（CRQ）と呼ばれるクエリを

記述し，ｇccでのコンパイル時にチェックを行う．こ

れにより，「メモリ確保失敗時のチェック漏れ」や

｢close後のファイルの読み込み」等の状況を検出す

ることができる．ｇccへはソースコードにして1000

3.2研究論文

採択された研究論文フルペーパの分野内訳を表１

に示す．前年ASE2005との主な違いは，アスペク

ト指向技術のみを単独で扱うセッションがなくなっ

たこと，および，自動的な解析/検証系やマイニン
グ/リバースエンジニアリング系のセッションが多
数設置されたことである．特に後者の両分野につい

て，モデル検査/記号実行に基づくプログラム解析／
検証の取り組み，および，プログラム変更履歴を活

用した特定情報（例えばリファクタリングやアスペ

クト）発掘の取り組みが多く見られ，近年これらへ

の取り組みが国際的に活発化していると考えられる．

また，ＡＳＥにおける一般的な傾向として，各研

究論文の成果は（当然ながら）全て何らかの自動化

された実装を伴い，純粋に理論のみで閉じた成果は

ほぼ存在しえず，近い将来においてツール等の形式

により実用化を高く期待できるものが多い

扱われる対象領域は，小規模システムから分散

/ＤＢシステムまで多岐にわたり，自動化技術適用
の広がりと領域ごとの堅実な積み重ねを見ることが

できた研究論文の発表の様子を図３に示す．

表１:研究論文フルペーパの傾向

iil1illllllllllll薑1llll蕊ii1j:､､鱸:mll鰄篝薑i蕊

図３:研究論文発表の様子

以降において，筆者らが聴講した論文発表の幾つ

かを取り上げる．

(1)''1dentifyingRefactoringsfromSourCe‐ 

ＣｏｄｅＣｈａｎｇｅｓ，，，Ｐ・WeiBgerberandS、Ｄｉｅｈｌ
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行強の非常に小さな修正･追加で解析機能を組み込

んでいるにも係わらず，既存のツールに劣らない解

析能力を持つことが示された．

該当論文は，ACMDistinguishedPaperAward
を受賞した．明快に示された解析戦略の選択理由と

実装方法，著名なコンパイラへの組み込みによる利

用のしやすさ等が評価されたと考える

(4),，Archnace：Policy-BasedSupport 

fbrManagingEvolvingArchitectureto-

ImplementationlraceabilityLinks9，，Ｌ、

Murta，Ｃ･ＷｅｒｎｅｒａｎｄＡ.Ｖ､Ｄ・Ｈｏｅｋ

ソフトウェアの進化に応じて，アーキテクチャ記

述内の各要素のバージョンと，要素を実現するコー

ド群のバージョン群がそれぞれ更新されていく状況

において，それぞれのバージョン更新時に追跡リン

クを更新（あるいは更新しない）といった幾つかの

代表的なポリシーを準備し，その事前選択によって

半自動的に，アーキテクチャ記述とコード間の適切

な対応関係を保つ手法とその実装が提案されたま

た，実際のソフトウェア開発プロジェクトにおける

履歴に照らし合わせた結果，提案手法が有効に機能

することを確認している

該当論文はACMDistinguishedPaperAwardを
受賞しており，提案手法の着目点や織密な有効性検

証の結果などが高く評価されたと考えられる．

図４:ポスター展示の様子

４ワークショップ

ワークショップテーマは以下の４件であった．こ

れらのうち，筆者らが参加した２件について詳しく

報告する．

・アスペクト指向ソフトウェア開発(2回目）：ア

スペクト指向開発の特に自動化に関する議論
・ソフトウェア開発における知識協調（コラボ

レーション）支援（2回目）：ソフトウェア開

発に必要な広範囲に渡る知識の協調方法と自動

的な支援に関する議論

oWeb20時代のソフトウエア開発環境(初回，日

本語）

・要求工学ツール（初回，日本語）

3.3デモンストレーションとポスター展示
(1)Web2.0時代のソフトウエア開発環境（Ｗｅｂ－

ＳＤＥ：JapaneseWbrkshoponLeveraging 

Web2・OTbchnologiesinSoftwareDevelop-

mentEnvironments） 

本ワークショップでは，近年盛んに取り上げられ

る，新しいＷｅｂという意味合いを持った｢Web2.0」

の風潮に触発されたソフトウェア開発環境に焦点が

当てられ，その優位性と問題点が議論された．この

ワークショップでは，Webや開発環境に関心のある

日本の研究者や実践者を集め，広く意見交換を行う

ことも目的としており，発表時間とは別に十分な議

論時間が割り当てられた．

今回のワークショップでは２つのセッションが立

ち，計６件の発表が行われた．午前のセッションで

は「ソフトウェア開発支援」と題し，主にウェプ上

に構築されたサービス等を利用したソフトウェア開

発環境が扱われた．また，午後のセッションでは「ソ

フトウェア理解」と題し，主に開発者の持つ集合知

を利用・共有する手法が議論された．参加者は十数

名で，セッションでの議論は大変活発で濃密なもの

となった．

本セッションは，各研究論文セッションにおける

ショートペーパー全１７件のポスター発表と，ツー

ルデモセッション全９件のデモンストレーションに

より構成される，会議参加者が積極的な意見交換が

出来ることを目的として開設されたセッションであ

る．セッションの様子を図４に示す．

開催に当たっては，事前の各研究発表セッション

においてショートペーパー著者それぞれに５分の

アピール時間が与えられるといった運営者側の配慮

も見られた．当日はセッションの２時間を通して常

に各ポスターの前で活発な議論がなされ，運営者

がセッション終了を促すといった異例の盛況振りで

あった．

本セッションではフルペーパー発表者がポスター

発表者の研究に関してコメントしたり，異分野間で

の研究内容の相互紹介などが見られ，発表者･参加

者とも自身の研究に対する新しいアイデアとモチ

ベーションを得るための絶好の機会になったと思わ

れる．
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６所感(2)要求工学ツールワークシヨツプ(Japanese
WOrkshoponRequirementsEngineering 

lbols;JWRET） 
本ワークショップでは，招待講演が１件，要求工

学支援ツール(以下ツール)に関するデモあるいは
構想の発表が計５件行われた．招待講演では，国立

情報学研究所の田原により，IbpSEプロジェクト
における要求工学教育の取り組みと成果について報

告がなされた．ツールデモおよびツール構想の発表

におけるトピックは次の通りであった：ステークホ

ルダやドメイン知識を考慮した要求分析，ドメイン

オントロジを用いた要求獲得，要求工学におけるパ

ターン，アーキテクチャ設計を導く非機能要求記述．

個別発表後の全体討論では，要求工学における

ツールの役割について議論が行われた．現状のツー

ルにおける支援の実現手段を列挙し，将来のツール

に求められる特徴が議論された．議論の結果，要求

工学ツールに求められる特徴として次の点が指摘さ

れた：機械的作業の自動化，スケーラビリテイの克

服，教育との連携，ツール教育コストと成果とのト

レードオフ,方法論の適用促進，フェーズ(工程)間
連携の促進，ツール適用の効果の明確化．フェーズ

間連携については，企業におけるツール導入におい

て重要な考慮事項であるとの指摘があった．

鷲崎:運営側の立場として，特に，プログラム編成

およびワークショップ選定/開催に従事した．今回
の開催を契機に，国内において産業界を含めソフト

ウェア工学自動化研究/開発が活発となり，より多
くの実用化を意識した実装を伴う研究成果が国内外

に向けて発信されることを期待したいソフトウェ

ア開発の効率化/高品質化を目指すうえで特定処理
の自動化は自然かつ根源的な取り組みであり，人を

含めたシステム系全体の中でソフトウェアの比重が

増大していく中，ＡＳＥの取り組みは今後重要性を増

していくと予想される．発信に向けた自身の課題と

して，成果の完成度を高める最後の詰めや実ソフト

ウェアによる繊密な有効性実証の重要さを痛感した．

久保：全体としてモデル検査に関する発表が多く，

同分野の活気が強く感じられた．私個人としてはソ

フトウェアリポジトリなど既存資産の分析に興味が

あり，MiningSoftwareRepositoriesセッションの

各発表や，Analysisｌセッションのデザインパター
ン抽出に関する発表が印象に残った．

下滝:非常に実りある体験だった．日本の同年代の

研究者の方々との交流が出来たのが良かった．しか

し，一方で，著名な研究者，特に自分が注目してい

る研究者に質問等ができる機会があったのにも関

わらずヮその機会を十分にいかせなかったのが非常

に悔やまれた．今回参加してみて，自分の姿勢を見

直す必要性を強く感じただけでなく，今後自分に何

が必要なのかを実感できた．積極的にコミュニケー

ションを取り，研究者ネットワークを構築していけ

るよう努力したい

中川：今回のＡＳＥでは初めて運営者側の立場で参

加することとなったが，国際会議のメカニズムと会

議開催の裏にある多大な労力を知ることができ，研

究とその発表ができる機会が持てることの有り難さ

を身をもって知ることができた．

本会議では各研究発表を聴講する時間を十分に取

れなかったが，幾つかのセッションに接して，トッ

プレベルの国際会議における論文採録には，自身の

研究と実世界の問題とを関連付けて重要性を示すこ

とと，ソフトウェア等で提案の現実性をアピールす

ることが特に必要であると感じたこの点において

は小生の研究にも改善を要する箇所が多く，今後の

研究に対する良い刺激となった

最後に，ASE,ICＳＥなどで感じるのは当分野にお

ける日本からの論文発表が少ない点である．最初

から本会議での発表は難しいかも知れないが，併設

ワークショップ等を利用してまずは本会議に参加し，
国際的に活躍している研究者や最新の研究トピック

５チュートリアル

筆者らが参加した１件について詳しく報告する．

(1)ソフトウェアの栂造，振る舞いおよび進化の

可視化(VisualizingtheStructure,Behavior

andEvolutionofSoftware,StephanDiehl） 
ソフトウェアにおける構造，振る舞い，進化の

可視化に関する内容であった．可視化の定義から始

まり，アルゴリズムアニメーション（アルゴリズム

の振る舞いの可視化)，ビジュアルデバッダソフ

トウェアーキテクチャの可視化，ソフトウェア進化

とメトリクスなどについて，多数の可視化ツール

が紹介された．たとえば，オブジェクト指向システ

ムの進化の可視化手法として，LanzaのEvolution

Matrixが解説された．最後に，可視化パイプライン

(データ獲得，分析，可視化）の観点からまとめが

行われた本分野における概観を知れるだけでなく，

面白さも感じさせる良いチュートリアルであった

近年では,SOFTⅥSやVISSOFTといった，ソフ

トウェア可視化に関するシンポジウム/ワークショッ
プが定期的に開催されているようであり，本分野

への期待が伺える．なお，Diehlによる『Software

Visualization』がSpringerから出版予定となって
いる．

－８７－ 



に肌で接することがモチベーションを向上させ自身

の研究を洗練化させる最も良い方法であろう．その

意味でも本会議は小生にとって貴重な経験となった

林:ＡＳＥには初めての参加であったが，大変有意義

な時間を過ごした特に，質疑応答やワークショッ

プでの議論など，普段論文集を読むだけでは得られ

ない内容を聴き，さらにソーシャルイベント等も含

め，他の研究者達と会話しネットワークを広げるこ

とができたことは大きな収穫であった

今回はワークショップでの発表を行い，議論を楽

しむことができたが，本会議での巧みな発表に奮起

されもした．特に，日本での開催にも係わらず，発

表は国外勢に圧倒されていたことが印象に強い今

後の日本からの更なる研究発表を期待するとともに，

それに貢献できるよう努力したい．

丸山：ＡＳＥを含め多くの国際会議で存在感を示す

ことが重要であることを改めて感じた．

本位田:ＡＳＥに関して，特に２点を強調したい海

外のアクティブな研究者は，投稿先の国際会議を明

確に絞っており，その論文投稿締切曰に向けた研究

遂行スケジュールが確立している．ソフトウェアエ

学の分野では，ＩＣSE，FSE/ESEC，ＲＥとＡＳＥが
そのターゲットとなっている．要求工学をテーマと

するＲＥとソフトウェアツールをテーマとするＡＳＥ

のコミュニティが被っているところも注目すべきと

ころではある．日本からの採択件数を増やすために

は，まず，各自が，きちんと投稿先を明確にした上

で，長期的な視野での研究活動を実施しないといけ

ない．２点目は，３０代の人が，ＡＳＥの中心的な

役割を果たしている事実である．ちなみに今年のプ

ログラム委員長の１人は，数年前に学位を取得した

新進気鋭の若手である私の立場としては意識して

日本からも若手をこのコミュニティに送り込んでい

かなければならない．

最後に，多くの海外からの参加者から非常に良く

組織され，過去最高の会議であったとのコメントを

いただいた．これはひとえに本国際会議にご賛同い

ただいた多くの企業，１年半かけて準備に忙殺して

いただいたカンファレンス委員会のみなさん，学生

ボランティアの諸君のご尽力の賜物であると確信し

ています．この場を借りてお礼申し上げます．

た話題は，プログラム解析/モデル検査といった伝

統的なものから，リフアクタリング/アスペクトマ
イニングといった比較的最近のものまで多岐にわた

り，ソフトウェア工学における自動化の広がりと深

化をあらためて認識することができた．

今後，2007年は11月にアメリカ・アトランタで

開催される予定であるASE2007について，本稿
の研究集会における発表時点では，研究論文の投稿

が間に合う．日本からの投稿と発表，参加が増える

ことを期待したい

謝辞ASE2006の開催に協力/たずさわれた方々，
参加された方々に感謝いたします．また，ASE2006

実行委員会/運営事務局がWeb掲載用に提供されて
いる画像を，本稿で利用させていただきました．
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７おわりに

冒頭で述べたように，ASE2006は多数の参加者

を集めて成功であったといえる．各種併設イベント

の実施も功を奏し，次代の自動化アプローチに向け

て国内外の実務家/研究者間で活発に議論と交流が
行われたと考えられる．また，会議で取り上げられ

－８８－ 


